





The Improvement of Following Characteristic for Tracking Regulator 



























































































、五4I .1¥.4 K4 
(2--2) 
となる.ζの式より
(1+玉作E4 ー~: V COM (2--3) 
一一晶 企
とすれば







VBE4=VOFS4十A VOP (2--5) 
なる直線で近似する.式 (2--3)から VCOMについても












???? ????? ?? (2--8) 
でなければならない.第21ζ第 1項， VOPの係数が-1で
なければならない，すなわち
旦_il_lB十(1+~_L)A-1 1 =-1 (2--9) 































































































VCOM ニ一万~R;;'; j VOFSC -R，-VOFS4 
1十十一(1十一~Jl .L¥..4 
R4 \~. R6 / 





であり， (2-5)よりAくく1(実際には Aく5x 10-3)， 
又 (2-3)， (2-4)， (3-2)からR3ど R4，R5こ R6
となる乙とを考えると (3-12)式は次のように近似で
きる，すなわち
VCOMこ (1十音)(V OFSC + ~，;;-V oP) (3-ω 
ここで
(1+長)VOFSC'=' VCOMO (3-15) 
( 1十長)ι '=' B (3-16) 
44 紫藤
とおけば(3-14)式は (2-6)式と同じとなる.以上
のことから， Ra， R4， R5， R6， hFE4. hFE5が (2-1









ilVop _ R唱+R2 ilVBE， Rl ilVz 一一一一 一一一一~.~と+←ーと・←一三一 (4-1)ilT R2 ilT' R2 ilT 
VBEおよび Vzの温度係数をそれぞれ α，sとすると
(4-1)式は












ilV ON _ _ Ra " ilV OP _j_ Ra "ilV COM 
dT- -R工 T-'R4 "L1T-
(Rs)叫 E1+一一一R4 I ilT 
今 ilV OP / ilT=Oなる場合について考えると









VCOM = (1+主 )VBE5 (4-6) 













l乙選んである.図5-2(A)， (B)は R5，R6， Q5から
なる，補償電圧発生回路の電流電圧特性で， ζれより
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ICOM= 10 mA 
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=0.654Vであることから VCOMO= 1，308V にR5を設












従誤差について考えると， Vop = 3V以上での偏差の原
因は各抵抗の設定の不十分さの外， VBE4， V COMの変
〉
‘. UJ y' ，650 
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い場合， (3-11)からもわかるように， h は小さくな
り，逆に h4は大きくなる，従ってRs'h4はそのまま
大きな誤差となる.また VCOMOの設定が dOp=OVでな





から厳密には測定してないが， Vop = IVONI =15V K設
定後，室温 100Cから 250Cの変化に対し， VONの変化は
10mV以下であった.
むすび
主として実験用を目的とした正負出力追従形の安定化
回路について，最も基本的な電圧安定化回路を用いた場
合!?:.生ずるオフセット誤差と，その補償
法について，直線近似を用いた解析を行
い，その解析に基づく実験によりほぼ満
足できる結果を得た.乙の方法は極めて
簡単な構成で，設計，調整も大へん簡単
であるにもかかわらず，その追従誤差を
出力2Vから 20V以上にわたって，土0.2
9ぢ以下におさえる乙とができる.乙の方
法による電源を用いれば，土15Vを用い
る一段の演算増巾器から，差動増巾器や
マイクロ・パワー・オペアンプ等に，自
由に霞圧設定や，電源、変動特性を測定す
ることができる.乙の田宮路の温度特一性
は，ほとんど被追従側の混度特性できま
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1.340と
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る.
